収支計算書（例）
	収入　項目
	金額
	備考

	参加者負担金
	参加料
	50,000
	１人1,000円×50人

	
	入場料
	150,000
	1人500円×300人

	企業協賛金
	50,000
	○○株式会社30,000円、○○の会20,000円

	団体負担金
	50,000
	

	収入合計
	300,000
	



	支出　項目
	金額
	備考

	報償費
	講演謝金
	100,000
	外部講師　50,000円×2人

	
	会場スタッフ
アルバイト料
	15,000
	外部スタッフ3,000円×４人
内部スタッフ3,000円×１人（団体負担金より支出）

	旅費・交通費
	35,000
	外部講師5,000円×1人、2,000円×1人
外部スタッフ2,000円×4人
役員及び団体員2,000円×10人

	消耗品費
	30,000
	文房具、コピー用紙（資料用）、など

	印刷・製本費
	チラシ
	30,000
	6,000枚

	
	報告書
	30,000
	300部

	賃借料
	50,000
	会場使用料35,000円、付帯設備費15,000円

	郵送・運搬費
	5,000
	参加証60円×50人、チラシ郵送費等

	大会運営費
	5,000
	湯茶等

	支出合計
	300,000
	



収支　300,000円　－　300,000円　＝　0円


〇収支計算書（実施条件によって必要な添付資料）
収益を伴う事業は後援できません。そのため、次の点にご留意ください。
①参加者負担金の中から次のような支出がないこと
· 主催・共催団体に所属する方への謝金。ただし、行事を行うための交通費（実費）は支出可能。
※ 団体役員だけでなく一般構成員も同様。また、上位団体や下部団体の構成員についても同様。
· 主催・共催団体が所有する会場の賃借料など、主催・共催団体の収益になる費用
· 飲食を伴う懇親会・レセプション等の費用
· 行事以外に関する主催・共催団体の維持・管理・運営にあたる費用
· 行事以外でも使用可能な備品の費用
②予算書の収支が０円以下になっていること
· （参加者負担金）≦（必要経費）となっていること
③報償費（謝金・アルバイト料等）を払う場合は、備考欄等に外部・内部の別、単価、人数を記載すること


